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田

春

雄

日
本
曹
洞
宗
史
に
お
い
て
、
越
前
永
卒
寺
の
開
山
道
元

(
一
二
〇
〇
ー

一
二

五
三
)
と
、
能
登
総
持
寺
開
山
榮
山

(
一
二
六
八
ー

一
三
二
五
)
と
は
、
現
在

曹
洞
宗
に
お
い
て
、
高
租
、
太
祀
と
仰
が
れ
て
繹
尊
を
申
心
の
一
佛
爾
租
の
脇

佛
と
し
て
、
同
宗
信
仰
の
本
奪
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
程
爾
者
は
日
本
曹
洞
宗

に
と
つ
て
重
大
な
存
在
で
あ
る
。
今
爾
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
一
、生
出
地
の

相
違
。
道
元
は
、京
都
の
公
家
久
我
内
大
臣
通
親
を
父
と
し
、三
井
寺
、延
暦
寺
、

建
仁
寺
、部
ち
京
都
文
化
の
圏
内
で
青
少
年
時
代
の
敏
育
を
受
け
た
。
螢
山
は
、

越
前
の
豪
族
瓜
生
氏
の
家
に
生
ま
れ
、
永
卒
寺
、寳
慶
寺
、大
乗
寺
等
圭
と
し
て

北
陸
の
地
で
青
少
年
時
代
に
暉
籍
を
母
胎
と
し
た
教
育
を
受
け
た
。
印
ち
道
元

は
、蓉
佛
教
で
あ
る
天
台
宗
の
教
學
か
ら
出
議
し
、螢
山
は
最
初
か
ら
曹
洞
輝
で

あ
る
永
卒
寺
義
介
に
就
い
て
出
家
し
た
の
で
あ
つ
た
。
二
、宋
と
元
。
道
元
は
、

一
二
二
三
年
二
月
二
二
日
に
京
都
を
獲
し
て
明
全
と
共
に
入
宋
し
、天
童
山
、阿

育
王
山
、杭
州
の
径
山
、季
田
の
萬
年
寺
、大
梅
山
護
聖
寺
に
學
び
、
一
二
二
七
年

に
天
童
山
如
浄
か
ら
嗣
書
を
相
承
し
、
芙
蓉
道
楷
の
法
衣
、寳
鏡
三
昧
、五
位
顯

訣
、
頂
相
を
受
け

「佛
果
碧
嚴
破
撃
節
」
を
書
爲
し
て
飯
朝
し
た
が
、特
に
天
童

山
の
如
浄
の
特
異
な
人
格
と
教
育
と
に
傾
倒
し
た
。
こ
れ
に
封
し
て
螢
山
は
、

永
卒
寺
の
義
介
。
懐
弊
。
寳
慶
寺
の
寂
圓
。
比
叡
山
、
紀
州
由
良
興
國
寺
。
心

地
畳
心
。
高
野
山
金
剛
三
昧
院
。
退
耕
行
勇
入
元
者
で
あ
る
寒
嚴
義
サ
等
に
つ

き
同
じ
く
入
元
者
で
あ
る
大
智
の
請
來
し
た
輝
籍
に
目
を
通
し
て
い
る
。
印
ち

道
元
は
宋
の
影
響
を
強
く
受
け
、
螢
山
は
元
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
三
、
著

作
。
道
元
は
、正
法
眼
藏
、永
季
廣
録
、普
勧
坐
輝
儀
、
典
座
教
訓
、學
道
用
心
集
、

傘
松
道
詠
集
、寳
慶
記
、
正
法
眼
藏
随
聞
記
等
の
数
多
く
の
著
作
が
あ
り
、圭
と

な
る
も
の
は
自
か
ら
筆
を
と
つ
た
も
の
が
多
い
。
螢
山
の
場
合
は
著
書
が
そ
の

宗
教
活
動
の
圭
と
は
な
つ
て
い
な
い
。
著
作
物
も
道
元
よ
り
少
く
、
そ
の
圭
た

る
も
の
は
、
一
三
〇
〇
年
正
月
十
二
日
開
演
し
た
傳
光
録
を
は
じ
め
と
し
て
、彼

.の永
光
寺
に
お
け
る
日
記
で
あ
る
洞
谷
記
、螢
山
清
視
、坐
繹
用
心
記
等
と
書
簡

等
で
あ
る
。
し
か
も
彼
の
生
存
中
に
一
巻
の
書
物
と
し
て
成
立
し
た
も
の
は
少

く
彼
の
滅
後
に
完
成
し
た
も
の
が
多
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
例
外
と
し

て
徹
通
喪
記
の
如
き
は
小
部
で
あ
る
が
彼
の
在
世
中

に
完
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
内
容
は
、
道
元
が
頗
る
哲
學
的
で
あ
る
の
に
封
し
て
、螢
山
は
、歴
史
的
傳

記
的
な
面
が
目
立
つ
て
い
る
。
四
、外
護
者
と
佳
山
。
道
元
の
外
護
者
は
、山
城

観
音
導
利
興
聖
寳
林
寺
は
藤
原
教
家
井
に
正
畳
尼
で
あ
り
、
鎌
倉
建
長
寺
で
は

北
條
時
頼
で
あ
り
、
越
前
永
卒
寺
で
は
波
田
野
義
重
及
び
左
金
吾
繹
門
毘
念
で

あ
つ
た
。
そ
の
佳
山
地
は
、
京
都
の
妙
法
蓮
華
経
庵
、寳
林
寺
、鎌
倉
の
建
長
寺

の
短
い
期
間
を
除
い
て
は
、越
前
の
大
佛
寺
乃
至
永
雫
寺
が
大
部
分
で
あ
り
、教

化
の
主
力
は
永
卒
寺
に
於
い
て
で
あ
つ
た
。螢
山
の
外
護
者
は
、能
登
地
頭
長
谷

部
政
連
及
び
守
護
職
畠
山
家
。
能
登
賀
島
郡
中
河
地
頭
酒
匂
頼
親
、
頼
基
の
父

子
。
(永
光
寺
方
丈
の
寄
進
)
、能
登
賀
島
郡
酒
井
保
の
山
地
を
寄
進
し
た
滋
野

信
直
(妙
浮
)
同
妻

(
祀
忍
)
。能
登
諸
嶽
寺
観
音
堂
の
寺
領
敷
地
等
を
寄
進
し

た
椹
律
師
定
賢
等
で
あ
つ
た
。
そ
の
住
山
地
は
、
明
峯
素
哲
の
嗣
で
あ
る
大
智

が
、榮
山
の
ご
と
を

「爾
虎
佳
山
三
十
年
」
と
誌
し
て
い
る
が
、そ
の
爾
庭
と
は

加
賀
の
大
乗
寺
と
能
登
の
永
光
寺
で
あ
つ
た
。
そ
の
経
螢
し
た
寺
院
は
、
永
光

寺
、大
乗
寺
、圓
通
院
、實
鷹
寺
、光
孝
寺
、放
生
寺
、
浮
佳
寺
、大
乗
寺
、総
持
寺
で

あ
り
、
敏
線
を
張
つ
た
圭
な
場
所
も
加
賀
、能
登
の
二
國
が
圭
力
で
あ
つ
た
。地
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五
、
行
と
行
法
、
小
川
婁
道
氏
獲
見
の
天
正
本

「永
卒
高
祀
行
状
建
衡
記
」
に

は
、
今
迄
の
曹
洞
宗
學
研
究
者
の
誤
り
を
正
す
重
要
な
箇
庭
が
ふ
く
ま
れ
て
い

る
。
帥
ち
、
「開
山
御
現
在
之
内
、
永
卒
寺
行
法
ヲ
コ
ナ
イ
始
メ
給
事
ワ
、皆
懐

舞
ヲ
以
テ
行
セ
給
也
。
有
時
二
代
開
山
和
尚
一一此
不
審
ア
リ
、
開
山
云
當
山
ハ

ン

コ
ト

ヲ

ク

ワ

カ

佛
法

ノ
勝
地
也
、

令
二
法
久
佳

一吾
成
レ
望
也
。

吾

レ
ハ
公

ヨ
リ
少

シ
ト
イ

ヱ
ト

シ

ナ
ル

モ
必

ス
可
二
短
命
↓
公

ハ
又
吾

レ
ヨ
リ
老

タ
リ
ト
イ

ヱ
ト

モ
必

ス
可
二
長
命

↓
吾

佛
法

至
レ
公
未
來
際

二
廣

ク
可
レ
傳
、

カ
ル
カ
故

二
令
レ
出

二
勤
行

一
ト
云

々
。
」

即
ち
永
季
寺
行
法
は
、

道
元

は
實
際

に
は
行
は
な
か

つ
た

の
で
あ
る
。

道
元
が

正
法
眼
藏
を
は
じ
め
数

多
く

の
著
書

の
中

で
行
を
説

い
て
い
る
が
、

道
元

の
強

調

し
て
實
践
し
た
行

と
は
、
坐
繹

の

一
行

で
あ
り
、
他

は
そ
れ

に
關
連
し
た
行

で

あ

つ
た
と
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
印

ち
現
代
迄

の
宗
學
者

の
多

く
が
道

元

が
行

法
を
實
践

し
な
か

つ
た

こ
と
を
明
示

し
て
い
な

い
の
は
、

道
元

を
解

明

す
る
上
の
大

き
な
誤
り

で
あ

ろ
う
。
螢
山

の
場
合

は
、
勿
論
坐
繹
を
行
℃
て

い
る

の
で
あ

る
が
、
行
法
を
行

じ
、
そ
れ
を
螢
山
清
覗
と
し
て
明
文

化
し
た
鮎

に
彼

の

大
き
な
功
業
が
あ
る
。

小
川
氏
本
建
衡
記

の
「開
山
御
現
在
之
内
、
永
卒
寺
行
法

ヲ

コ
ナ
イ
始

メ
給
事

ワ
、皆

懐
舞

ヲ
以

テ
行

セ
給

也
。
」
と
あ
る
懐
舞

の
高
足
義

介

が
師
で
あ
り
、
義
介

が
懐
舞

の
使
者
と
し
て
天
童
山

か
ら
、
御
影
、

天
童
山

の

圖

と
共

に
、
硯
矩
、
法
度
、
四
節

之
禮
を
弘
長

二
年

に
持

ち
露

つ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
懐
弊
「

義
介
i

螢
山

明
峰
を
圭
軸
と
し
た
大
日
能
忍
の
日
本
達

磨
宗
か
ら

の
編
投

者

の
手

に
よ

つ
て
、

日
本
曹
洞
宗

の
清
規

と
實
践

は
完
成

さ

れ
た

の
で
あ

つ
た
。
螢

山
清
規

に
彼

の
名

が
冠
せ
ら
れ

て
い
る
の

は
、
行
法

に

お

い
て
彼
が
最
大

の
功
勢

者

で
あ

つ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

六
、

爾
者

の

特
色
。
道
元
の
宗
風

は
、
教
理

的
、
哲
學
的
、
ピ

ュ
リ

タ

ン
ト
的

で
あ

つ
た
。
建
長

元
年
十

月
八
口
附

の
禁
制

は
最
も
永
季
道
元

の
性
格
を
知

る
の
に
適

し
て
い
る

か
ら

こ
れ
を
記
し
て
み
る

と
、
「
如

二千
繹
因
縁

↓
不
レ
在
二
制
限
↓

一
、
當
寺
住

ピ

ア
リ
ト
モ

慮
三
停
二
止
諸
侶
方
御
持
曾

参
勤

一事
。

一
、
當
寺
佳
侶
慮

三停

二
止
縦
道

参
レ
陳

訴
訟

一事
。

一
、
當
寺
鷹
丁
停
丙
止
補

二成
功
僧

綱
↓
補
乙
諸
寺
之
有
職
甲
事
。

一
當

寺
佳
侶
不
レ
可
レ受

三諸
家

之
例
時
僧
請

一事
。

一
、當
寺
佳
侶
不
レ
可
レ
補

二自
他
寺

テ

ノ

院
勧
進
職
一事
。
二
、當
寺
佳
侶
跳
二地
頭
守
護
所
政
所
一致
二訴
訟
一慮
二停
止
一事
。

一
、當
寺
佳
侶
不
レ可
二受
験
者
請
一事
。
一
、當
寺
住
侶
不
レ可
下交
山列
他
所
僧
徒
一

受
占
利
事
。
一
、當
寺
佳
侶
不
レ可
レ補
二諸
方
墓
堂
供
僧
三
味
一事
。
以
前
條
條
爲
二

佛
法
興
隆
↓
欲
レ
下
二御
下
知
一之
状
如
レ件
。
建
長
元
年
十
月
十
八
日
永
卒
寺
上
。

(建
蜘
記
)注
目
す
べ
き
こ
と
は
、永
季
寺
が
要
望
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、徳
川

幕
府
が
寺
院
を
取
締
つ
て
の
禁
制
と
は
、全
く
根
本
趣
意
が
逆
で
あ
り
、道
元
の

場
合
は
、佛
法
だ
け
で
な
く
、寺
院
迄
が
佛
教
側
が
圭
で
あ
つ
た
こ
と
に
注
目
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
榮
山
の
特
色
は
、清
規
の
確
立
。
法
嗣
の
養
成
。
数
多
く

の
置
文
に
よ
る
寺
院
の
保
護
。檀
那
の
尊
重
等
に
特
色
が
あ
り
、教
理
は
道
元
の

そ
れ
を
繹
承
し
、
弟
子
峨
山
に
お
い
て
石
霜
系
の
五
位
を
附
加
し
た
黙
に
功
績

が
あ
つ
た
。
榮
山
の
最
大
の
特
色
は
檀
信
蹄
崇
で
あ
る
が
そ
れ
を
讃
明
す
る
も

の
は
、「佛
言
く
、篤
信
の
檀
越
は
之
を
得
る
時
、佛
法
は
断
絶
せ
ず
と
。
又
云
く
、

檀
那
を
敬
う
こ
と
佛
の
如
く
す
べ
し
。戒
定
慧
解
、
皆
な
檀
那
の
カ
に
依
つ
て
成

就
す
と
。
然
る
間
、螢
山
今
生
の
佛
法
修
行
は
、こ
の
檀
越
の
信
心
に
依
つ
て
成

就
す
。故
に
蓋
未
來
際
、
こ
の
本
願
主
の
子
々
孫
々
を
以
て
當
山
の
大
檀
越
大
恩

し
た

所
と
な
す
べ
し
。
是
故
に
師
檀
和
合
し
て
親
し
く
水
魚
の
泥
し
み
を
な
す
。
來

際

一
如
に
し
て
骨
肉
の
思
を
致
す
べ
し
。用
心
か
く
の
如
く
な
ら
ば
、實
に
是
れ

當
山
の
師
檀
と
な
す
べ
し
。
た
と
い
難
値
難
遇
の
事
あ
る
も
、
必
ず
和
合
和
睦

の
思
を
生
す
べ
し
2
(洞
谷
山
置
文
)
で
あ
つ
て
彼
は
日
本
曹
洞
宗
に
お
い
て
、

眞
宗
の
蓮
如
の
役
割
を
果
し
得
た
人
で
あ
つ
た
。
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